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本ガイドラインについて

自殺総合対策推進センターの「革新的自殺研究推進プログラム（平成29年度）」より助成を受けて

実施した研究課題「ICTを用いた自殺対策の新たな方向性の検討」において作成したものを、公

開用に編集したものです。

👉リンク：革新的自殺研究推進プログラム 研究成果報告（平成29年度）

※本ガイドラインでは、広告掲載媒体のポリシーや規約については触れていませんが、

各媒体の設けるポリシーや規約を順守する必要があります。

※本ガイドラインに登場している広告例の一切は、研究成果に基づいて作成した架空のものです。
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1.自殺関連用語の
検索連動型広告を出す前に
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自殺関連用語による検索連動型広告とは

GoogleやYahoo!などの検索エンジンで

「自殺 方法」「死にたい」等の

自殺関連用語をユーザーが検索した際に、

キーワードに連動して表示される広告。
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検索連動型広告によるアウトリーチ

👉自殺や自殺方法に関する検索をする者は、検索をしない者に比べて自殺

リスクが高い（詳細は末木・伊藤（2017）を参照）。

👉すなわち、自殺関連用語による検索連動型広告は、自殺リスクの高い人

に効率よくアプローチできるアウトリーチ策である。

👉広告主として推奨されるのは、自殺のリスクがあり、何らかの支援・

サービスを必要としている当事者が対象となっている相談支援・医療機

関または企業である。
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👉事業の内容によっては、見る人にとって悪影響を及ぼし、最悪の場合は

自殺を促進する可能性も考えられるため、注意が必要である。

広告を出稿するための留意事項

ターゲティングに該当していなくても、誰もが目にする可能性

広告を目にした人に与える予期せぬ影響

👉自殺で家族を亡くした自死遺族も、「自殺 遺書」などの組み合わせで、

自殺関連用語を検索する可能性がある。

7



注意すべき事業広告

１．自動的に検索結果が広告に組み込まれるシステムを導入しているサイトの広告
（検索エンジン・通販サイトなど）

死にたい 人がすぐ見つかる！―毎日更新

広告 www.ova-gideline.example1

検索結果を今すぐご確認ください・詳細情報・もっと簡単に

広告の見出しが、直接的に自殺を促す
文章になる傾向があり、危険性が高い

２．人の死後に関わる業務を行っている事業
（遺言書作成を担う法律関係事務所、特殊清掃会社、遺品整理会社など）

そのような意図ではないにせよ、
自殺の準備を促進させるような
文脈となるため不適切

遺言書作成―無料相談会実施中

広告 www.ova-gideline.example2

〇〇司法書士事務所／〇〇県〇〇市〇〇町。問い合わせ：〇〇〇―〇〇〇〇
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注意すべき事業広告

３．自殺のリスクがある人をそもそもターゲットに想定していない事業
（相談員の求人広告、健康度の高い人を対象にしているカウンセリング機関など）

こころの悩みは〇〇相談室／スタッフ募集中

広告 www.ova-gideline.example3

医師・看護師・カウンセラー募集／〇〇駅より徒歩５分

自殺のリスクの高いユーザーを想定して
いないと考えられる広告は、見た人の孤
独感や疎外感を強める可能性がある。

カウンセリング実施中／初回無料！

広告 www.ova-gideline.example4

恋愛相談・好きな人を振り向かせたい・浮気も不倫もやめさせたい

自殺のリスクの高いユーザーは
難しい相談となりうるため、
安易に対象者とすることは
相談事業主側にとっても危険である。
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2.自殺関連用語の
検索連動型広告の出し方
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望ましい広告を出すために

👉広告のターゲティング

当事者向け、支援者向け、家族向け等の広告をひとくくりで一つの広

告にすることなく、ターゲティングをしっかりと行う。

👉広告が表示される地域の設定

支援・サービスを受けられる対象者の所在地（例：Ａ市在住・在勤の

人）や機関の所在地と、広告の表示地域を一致させ、対象外の人に広

告を表示させない。もしも表示地域を限定しない場合は、より多くの

人が見ることから、細心の配慮が必要となる。
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広告に含むことが推奨される内容

広告内容の信頼性を示し、援助を求める抵抗感を下げることにつながる

１．シンプルで共感的な

あたたかみのある

メッセージ

• 「〇〇なあなたへ」

• 「つらかったですね」

• 「お話しませんか」

• 「温かく迎えます」

etc…

２．具体的な支援・

サービス内容

• 薬物療法

• 障害年金の受給支援

• 就労支援

• リストカット痕の治療

• 家族のための相談会

etc…

３．支援・サービスに

関する客観的な情報

• 支援の目標達成率

• 平均支援期間

• 利用人数

• アクセス

• 受付時間

etc…

４．提供している

相談方法

• 電話相談

• 24時間メール受付

• 電話予約

• 直接相談

etc…
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望ましい広告例

気分の落ち込み、不安な気持ちを相談してみませんか？

広告 www.ova-gideline.example5

丁寧にお話を伺います。まずはお電話でお気軽にお問い合わせください。

〇〇メンタルクリニック／〇〇駅前ビル〇階／受付時間〇時～〇時／休診日・日曜祝日

犯罪被害に遭ったあなたへ―――お話をきかせてください。

広告 www.ova-gideline.example6

ひとりで抱えてきてつらかったですね。匿名・無料の電話、メール相談。

“働きたい”をサポートします。／〇〇市就労支援センター

広告 www.ova-gideline.example7

〇〇市在住の方対象。自分の障害や病気にあった就職先を探したい方の就労・生活に関す
る相談をお受けします。経験豊富なスタッフが親身に対応します。HPから受付中。

すべての内容を
盛り込む必要はなく、
事業のタイプや
想定される対象者（年齢や性別）
に合わせた文面にするとよい
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望ましくない広告の出し方

①当事者、家族、支援者など、誰を対象にしている広告なのかわからない

働きたくない・外に出られないあなたへ／〇〇ひきこもり相談センター

広告 www.ova-gideline.example8

就労相談会の実施／利用者の満足度80%以上／家族相談会・家族のつどいの実施／
相談員・ボランティアスタッフ募集／ひきこもり勉強会／問い合わせはこちら

対策

👉ターゲティング

を行い、広告の目的

を一つに絞る。

何が問題か？

 そもそも広告が誰に何を伝えたいのかわからず、ターゲティングを行な

えていないので、自殺関連用語の検索連動型広告としては不適切。

 対象者が定まっていない広告を、たまたま自殺リスクがある人が見た場

合、予期せぬ影響によって自殺が起きることを促進する可能性がある。
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望ましくない広告の出し方

②「完全に解決する」といった安易な問題解決をうたっている。

あなたのこころの問題の完全解決を100％保証します！／〇〇カウンセリングルーム

広告 www.ova-gideline.example9

どんな悩みも必ず解決！あなたは今より絶対に幸せになる。

対策

👉「完全」「絶
対」「99%」「簡
単」などの言葉は
使わない。

何が問題か？

 自殺リスクのある人が抱えている問題は複雑であり、状況を聞きもせず

に解決できると言い切れるほど、簡単なものではない。

 効果の誇大表示に該当すると考えられる。

 かえって見る人の不信感をあおるものである。
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望ましくない広告の出し方

③自殺の実態や、精神疾患・自傷行為にまつわる事実を見出しに使っている。

うつも自殺も脳の問題――年間自殺者3万人にはわけがある。

広告 www.ova-gideline.example10

〇〇相談掲示板。専属の有資格カウンセラーがあなたの疑問、問題に答えます。

対策

👉自殺の実態や
精神疾患、自傷行
為にまつわる一般
的事実は、見出し
には使用しない。

何が問題か？

 自殺や疾患に関する事実は、文脈や背景とともに慎重に伝えられるべき

であり、インパクト重視で見出しに載せることは危険である。

 言葉の解釈をユーザーにゆだねることになり、「自殺は解決策である」

「うつの自分はおかしい」といったメッセージになりうる。
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望ましくない広告の出し方

④「～しないで」という否定のメッセージのみを使っている

自分を傷つけるくらいなら――ひとりで悩まないで！

広告 www.ova-gideline.example11

「突然自分を傷つけたくなる」「痛いけどやめられない」そんな人に〇〇メンタルクリニック。

対策

👉あわせて代替方
法を提案する
（例：ひとりで悩
まないで、こちら
に相談してくださ
い）

何が問題か？

 ひとりで悩むこと、自傷行為、依存症など、そうせざるを得ないためにそ

うなっている事柄に対して、「～しないで」と伝えることは、相手の状況

や行為を否定するメッセージとして伝わる。

 見た人の自責感や孤独感を強める恐れがある。
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望ましくない広告の出し方

⑤誤解を招く表現を、インパクト重視で使っている。

アル中・薬中／ネット・セックス・ゲーム・買い物依存まで

広告 www.ova-gideline.example12

ニートのお子さんが心配なら、依存症専門の〇〇医院にどうぞ相談してください。

対策

👉別の言葉に置
き換えられるので
あれば、言葉を置
き換える。

何が問題か？

 人によって捉え方が異なり、悪い印象を抱く人もいる

 アル中・薬中やニートなど偏見を持たれている言葉は、援助機関が使う

言葉ではない

 性的なことを意識させる言葉などは、見る人によっては不快感を抱く
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3.ガイドライン簡易版
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ここまで説明してきた内容をまとめた簡易版のガイドラインです。改変・加工は厳禁。
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